
文
政
加
年
（
１
８
２
７
）
４
月
８
日
１
歳
下
総
国
（
千
葉
県
）
小
見

川
で
小
見
川
藩
医
山
口
甫
仙
の
次
男
と
し
て
生
れ
る
。
母
は
エ
ン
。
幼
名

は
竜
太
郎
、
名
は
窪
。

天
保
昭
年
（
１
８
４
２
）
妬
歳
こ
れ
よ
り
先
、
尚
中
は
烏
羽
藩
医
安

藤
文
沢
に
医
学
を
学
ん
で
い
た
が
、
あ
る
日
、
文
沢
の
代
り
に
大
怪
我
人

の
手
当
に
あ
た
る
。
こ
の
治
療
態
度
が
少
年
と
思
え
ぬ
大
胆
な
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
沢
は
尚
中
の
素
質
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
見
抜

き
、
蘭
方
医
和
田
（
翌
年
佐
藤
と
改
む
）
泰
然
に
師
事
す
る
こ
と
を
薦
め

る
。
よ
っ
て
こ
の
年
泰
然
の
和
田
塾
に
入
門
。
な
お
、
尚
中
は
そ
れ
よ
り

先
、
漢
学
者
寺
門
静
軒
に
儒
学
を
学
ぶ
。

天
保
皿
年
（
１
８
４
３
）
Ⅳ
歳
泰
然
、
薬
研
堀
の
和
田
塾
を
女
婿
林

洞
海
に
任
せ
、
佐
倉
に
移
住
。
同
地
に
順
天
堂
を
ひ
ら
く
。
尚
中
は
泰
然

に
同
行
す
る
。

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
１
月
塑
歳
実
父
山
口
甫
仙
裂
す
。
享
年
鑓

実
母
は
そ
の
前
年
に
髄
歳
で
亡
く
な
る
。
こ
の
頃
、
尚
中
は
城
舜
海
と
称

す
。
こ
の
頃
『
繍
帯
須
知
則
』
を
訳
述
す
。

な
お
、
山
口
甫
仙
と
実
父
の
姓
名
を
継
承
し
た
と
き
が
あ
り
、
こ
の
頃
の

訳
述
書
に
「
翁
氏
動
肱
施
術
論
』
と
『
暗
氏
経
験
記
』
が
あ
る
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
２
月
野
歳
尚
中
、
泰
然
の
養
子
と
な
る
。

佐
藤
尚
中
先
生
略
年
譜

佐
藤
尚
中
先
生
年
譜
（
１
８
２
７
１
１
８
８
２
）

こ
の
頃
、
関
寛
斎
が
順
天
堂
で
行
わ
れ
た
手
術
等
を
『
順
天
堂
外
科
実

験
』
に
書
き
残
す
。
そ
れ
に
よ
り
尚
中
が
泰
然
門
人
中
、
名
実
と
も
に
第

一
人
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
年
、
泰
然
、
佐
倉
藩
に
正
式
に
禄
仕
。
十
五
人
扶
持
、
給
人
医
師
上

座
外
科
眼
科
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
る
。

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
誕
歳
４
月
２
１
４
日
佐
倉
藩
砲
術
演
習
を

下
志
津
原
で
行
う
。
試
射
に
際
し
医
師
が
交
替
で
立
合
う
。
尚
中
出
役
。

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
詑
歳
コ
レ
ラ
流
行
。
尚
中
『
穆
氏
格
列
羅

説
』
を
訳
述
。
５
月
略
日
、
下
志
津
御
町
場
で
の
大
筒
の
試
射
に
尚
中
ら

医
師
が
交
替
で
立
合
う
。

安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
４
月
７
日
詔
歳
泰
然
の
隠
居
に
よ
り
、
尚

中
が
家
督
相
続
（
十
五
人
扶
持
）

こ
の
年
、
佐
倉
藩
の
医
学
所
改
革
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
頃
セ
リ
ウ
ス
の
外
科
書
の
翻
訳
を
行
う
。
『
瘍
学
全
書
』

万
延
１
年
（
１
８
６
０
）
３
月
喝
日
弘
歳
尚
中
、
佐
倉
藩
医
学
所
蘭

方
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同
年
閨
３
月
、
門
弟
岡
部
済
海
に
送
る
書
を
記
す
（
嘉
永
５
年
に
済
海
の
実

父
岡
部
均
平
の
行
っ
た
帝
王
切
開
術
の
成
功
を
讃
え
た
文
）
。
こ
こ
に
初

め
て
尚
中
と
署
名
。

同
年
、
月
認
日
尚
中
へ
佐
倉
藩
よ
り
長
崎
へ
半
年
滞
在
の
許
可
が
出

る
。
ｎ
月
⑫
日
江
戸
上
屋
敷
を
出
立
。
関
寛
斎
ら
門
人
四
名
が
同
道
。
哩

月
証
日
長
崎
到
着
．
詔
日
に
松
本
良
順
の
案
内
で
ボ
ン
。
へ
と
面
会
。
塑

日
、
長
崎
奉
行
所
に
て
医
学
伝
習
に
つ
き
誓
詞
血
判
を
行
い
、
正
式
に
ボ

ン
。
へ
よ
り
の
伝
習
許
可
を
得
る
。
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文
久
１
年
（
１
８
６
１
）
謁
歳
２
月
、
長
崎
滞
在
を
さ
ら
に
半
ケ
年

ウ
ン
ヂ
ル
リ
ヒ

延
長
を
願
出
て
、
許
可
さ
れ
る
。
、
月
、
『
雲
蛭
児
理
略
血
労
擦
篇
』
の

記
述
な
る
。

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
調
歳
１
月
溺
日
尚
中
長
崎
を
出
立
〕

３
月
６
日
江
戸
到
着
。
３
月
皿
日
佐
倉
へ
帰
着
。
帰
郷
に
先
立
ち
ボ
ン

・
へ
よ
り
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
の
外
科
書
等
を
貰
う
。

同
年
５
月
尚
中
、
小
見
川
藩
主
山
口
主
殿
の
病
用
の
た
め
江
戸
へ
出
張
。

９
月
、
堀
田
兵
庫
病
気
の
治
療
に
あ
た
る
。

同
年
６
月
尚
中
、
五
人
扶
持
加
増
さ
れ
て
、
都
合
二
十
人
扶
持
、
勘
定
頭

と
な
る
。

こ
の
頃
、
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
の
外
科
書
の
翻
訳
を
始
め
る
。

元
治
１
年
（
１
８
６
４
）
１
月
５
日
謁
歳
堀
田
正
睦
の
病
気
悪
化
に

よ
り
「
御
用
引
」
を
仰
付
ら
れ
る
。
１
月
６
日
、
泰
然
横
浜
よ
り
帰
宅
。

３
月
虹
日
正
睦
逝
去
。

８
月
調
日
水
戸
藩
騒
動
の
た
め
佐
原
表
へ
出
張
御
人
数
の
見
廻
り
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

慶
応
１
年
（
１
８
６
５
）
調
歳
１
月
塑
日
尚
中
、
堀
田
正
倫
に
つ
い

て
江
戸
に
行
く
。

９
月
６
日
正
倫
、
京
都
警
衛
の
た
め
江
戸
を
出
立
。
尚
中
供
奉
す
。

ス
ト
ロ
メ
ー
ル

５
月
『
期
篤
魯
黙
児
砲
庚
論
』
を
出
版
。

、
月
長
男
百
太
郎
を
英
学
修
行
の
た
め
に
横
浜
に
出
す
。

ｎ
月
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
外
科
書
の
訳
書
『
外
科
医
方
』
の
出
版
の
準
備

に
か
か
る
。

慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
鉛
歳
２
月
６
日
尚
中
、
京
都
よ
り
帰

着３
日
尚
中
、
門
人
を
一
級
’
四
級
、
無
級
の
五
段
階
に
分
け
る
。
こ
の

区
分
は
語
学
だ
け
で
な
く
治
術
の
力
を
十
分
に
加
味
し
た
も
の
で
あ
り
、

語
学
の
桑
を
学
ぶ
者
に
対
し
て
は
翻
訳
生
と
呼
び
、
区
別
し
て
い
る
。

４
月
明
日
家
老
よ
り
尚
中
に
宛
て
て
京
都
警
衛
に
際
し
て
病
院
を
作
り

将
兵
の
療
養
に
尽
し
た
こ
と
に
対
し
て
褒
美
と
し
て
金
二
百
疋
が
与
え
ら

れ
る
。

ｍ
月
７
日
佐
倉
藩
医
制
改
革
行
わ
れ
る
。
教
授
以
下
の
制
を
廃
し
、
一

等
、
二
等
、
三
等
医
師
の
制
を
定
め
、
一
等
医
師
は
藩
の
医
政
に
関
す
る

一
切
を
統
括
す
。
尚
中
、
一
等
医
師
に
任
命
さ
れ
る
。

加
月
幕
府
よ
り
佐
倉
藩
に
尚
中
の
西
ノ
丸
出
仕
方
を
求
め
る
が
、
医
政

改
革
、
病
院
設
立
に
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
人
物
で
あ
る
こ
と
を
歎
願
し
聞

き
屈
け
ら
れ
る
。

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
狸
歳
２
月
鵡
日
長
男
百
太
郎
を
廃
嫡
、

３
月
四
日
妻
サ
ダ
、
結
核
に
て
残
す
。
享
年
調
。

３
月
鍋
日
高
和
介
石
を
養
子
に
す
る
こ
と
を
願
出
。
介
石
、
佐
藤
進
と

名
を
改
む
、
ｎ
月
弱
日
、
長
女
静
を
進
に
配
す
。

８
月
詔
日
佐
倉
養
生
所
設
置
。

、
月
肥
日
佐
藤
進
、
佐
倉
藩
の
御
雇
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
皿
月
明
日

進
、
十
人
扶
持
第
二
等
医
師
に
仰
付
ら
れ
る
。

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
婬
歳
１
月
６
日
横
浜
滞
在
中
の
忰
統
三

郎
重
病
の
た
め
横
浜
へ
出
立
。
翠
日
帰
宅
。

２
月
６
日
進
、
松
平
容
保
の
依
頼
で
出
府
会
津
藩
士
の
手
当
に
当
る
。

３
月
６
日
、
帰
宅
。
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閏
４
月
佐
倉
藩
養
生
所
閉
鎖
。

閏
４
月
狸
日
東
海
道
副
統
督
、
佐
倉
に
入
城
、
同
日
城
代
平
野
縫
殿
、

尚
中
に
出
府
を
命
じ
、
同
月
晦
日
よ
り
虹
日
ま
で
出
府
さ
せ
る
。

閨
４
月
調
日
大
総
督
宮
よ
り
尚
中
に
宇
都
宮
ま
で
負
傷
兵
の
手
当
の
た

め
出
張
を
依
頼
、
５
月
記
日
に
帰
宅
。

６
月
型
日
佐
藤
進
、
倉
次
元
意
負
傷
兵
の
手
当
の
た
め
奥
州
白
河
に
出

張
。
大
滝
富
三
同
道
。
進
、
奥
羽
出
張
病
院
頭
取
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
娼
歳
２
月
進
は
ド
イ
ツ
留
学
の
た
め
佐

倉
を
出
立
、
６
月
型
日
に
横
浜
を
出
航
。

８
月
６
日
尚
中
、
太
政
官
よ
り
医
学
教
育
確
立
の
た
め
出
仕
を
求
め

る
。
病
気
を
理
由
に
辞
退
。
同
月
鎚
日
、
開
拓
使
か
ら
尚
中
に
出
府
を
求

め
る
。
病
気
を
理
由
に
断
る
。
こ
の
頃
、
ニ
ー
マ
イ
エ
ル
の
内
科
書
の
訳

述
に
専
念
す
る
（
『
済
衆
録
』
）
。

ｎ
月
四
日
尚
中
、
佐
倉
藩
校
成
徳
館
の
督
学
に
任
命
さ
れ
る
が
、
ｎ
月

に
出
府
。

哩
月
５
日
尚
中
、
大
学
大
博
士
に
任
命
さ
れ
る
。

明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
坐
歳
１
月
下
谷
山
本
町
廻
番
地
に
家
宅

を
購
め
、
家
族
を
佐
倉
よ
り
呼
び
寄
せ
る
。

閏
加
月
、
日
尚
中
、
大
典
医
を
兼
任
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
妬
歳
尚
中
、
大
学
大
丞
兼
大
学
大
博
士
大

典
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

４
月
太
政
官
よ
り
海
軍
病
院
取
建
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

５
月
尚
中
、
典
医
・
陸
海
軍
の
軍
医
を
大
学
東
校
に
所
属
せ
し
め
、
医

政
の
一
元
化
を
建
言
す
る
。

７
月
官
制
の
改
革
に
よ
り
、
尚
中
、
文
部
大
丞
兼
文
部
大
教
授
大
典
医

に
任
ぜ
ら
れ
る
。

８
月
詔
日
ド
イ
ツ
人
医
学
教
師
（
軍
医
）
２
名
東
校
に
着
任
。

再
び
官
制
の
改
革
に
よ
り
、
尚
中
、
文
部
少
博
士
兼
大
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ

る
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
拓
歳
１
月
ｎ
日
尚
中
、
東
校
学
事
主
務

兼
院
長
を
任
命
さ
れ
る
。

同
月
鵡
日
少
典
医
を
兼
任
。

同
月
詔
日
尚
中
、
「
病
院
改
称
伺
」
を
文
部
省
に
出
す
。
こ
れ
よ
り
病

院
を
医
院
と
改
称
。

２
月
文
部
省
に
「
会
社
医
院
取
建
伺
」
を
出
す
。

４
月
、
日
佐
藤
泰
然
逝
去
。
享
年
的
。

９
月
５
日
博
士
と
い
う
官
名
が
廃
止
と
な
っ
た
た
め
同
月
叫
日
尚
中
に

対
し
、
少
博
士
を
受
官
し
少
典
医
専
任
と
な
し
、
文
部
省
兼
務
を
命
ず
る

辞
令
が
出
さ
れ
る
。

ｍ
月
「
第
一
大
学
区
医
学
校
変
則
生
徒
教
授
廃
止
に
つ
き
建
言
。
そ
の

存
続
を
求
め
る
。

、
月
日
本
橋
本
町
二
丁
目
に
博
愛
舎
を
開
設
、
尚
中
ら
出
張
治
療
を
行

う
○

こ
の
頃
、
尚
中
、
皇
室
に
対
し
て
「
医
院
設
立
仕
方
」
の
建
白
害
を
出

す
。

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
灯
歳
１
月
４
日
宮
中
よ
り
東
京
府
に
対

し
て
尚
中
の
建
言
を
入
れ
て
病
院
設
立
す
る
旨
の
布
告
が
あ
る
。

同
月
９
日
尚
中
よ
り
佐
を
木
東
洋
、
宮
下
慎
堂
を
新
設
の
病
院
に
奉
職
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明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
卵
歳
こ
の
頃
、
尚
中
、
下
谷
根
岸
に
住

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

１
月
Ⅳ
日
東
京
府
、
尚
中
の
進
言
を
入
れ
ず
、
尚
中
に
出
張
を
求
め
た

ま
ま
の
形
で
病
院
開
設
を
布
告
。
尚
中
、
こ
の
直
後
、
い
っ
さ
い
の
官
職

を
辞
職
。

２
月
２
日
練
塀
町
９
番
地
に
順
天
堂
（
卵
床
）
を
開
設
。
博
愛
舎
の
患

者
略
名
が
こ
こ
に
移
る
。

５
月
増
築
工
事
、
９
月
増
築
工
事
“

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
妃
歳
４
月
２
日
尚
中
、
隠
居
し
て
家
督

を
岡
本
道
庵
に
譲
る
。
道
庵
、
名
前
を
佐
藤
大
道
と
改
む
、
の
ち
に
尚
中

の
佐
倉
時
代
の
名
前
舜
海
を
襲
名
。
ド
イ
ツ
留
学
中
の
進
は
東
京
の
順
天

堂
を
継
承
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

７
月
湯
島
五
丁
目
の
火
消
屋
敷
跡
地
を
求
め
る
。
９
月
よ
り
同
地
に
新

病
院
建
築
に
着
工
。

８
月
幻
日
進
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
卒
業
。

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
鉛
歳
４
月
３
日
湯
島
に
新
病
院
開
院
。

練
塀
町
よ
り
患
者
妬
名
移
る
。
同
月
過
日
、
尚
中
倒
れ
る
。
６
月
病
状
好

転
。
７
月
よ
り
出
勤
。

７
月
７
日
進
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
帰
国
。
こ
れ
よ
り
尚
中
が
内
科
を
、
進
が

外
科
を
担
当
。
こ
の
頃
、
入
院
患
者
１
０
０
名
余
、
外
来
患
者
は
１
日

弁
ご
っ
。

卵
’
㈹
名
。

８
月
『
順
天
堂
医
事
雑
誌
』
を
創
刊
。

こ
の
年
、
東
京
医
学
会
社
（
医
学
会
）
発
足
。
尚
中
は
創
立
メ
ン
バ
ー
と

む
。７

月
２
日
尚
中
の
末
子
（
大
滝
潤
家
）
誕
生
。

明
治
、
年
（
１
８
７
７
）
副
歳
４
月
西
南
戦
争
の
た
め
進
は
大
阪

臨
時
陸
軍
病
院
に
出
張
。
尚
中
、
留
守
を
守
っ
て
順
天
堂
二
階
に
住
む
。

５
月
長
唄
「
鄙
の
室
」
を
作
詩
・

明
治
ｎ
年
（
１
８
７
８
）
馳
歳
６
月
７
Ｈ
内
務
省
、
褒
賞
の
た
め

東
京
府
へ
尚
中
お
よ
び
福
沢
諭
吉
の
功
績
に
つ
い
て
の
問
合
せ
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
回
答
す
る
。

廻
月
２
日
東
京
府
、
佐
藤
尚
中
ら
８
名
を
医
業
取
締
に
任
命
。

こ
の
頃
、
療
養
の
た
め
と
し
ば
し
ば
熱
海
に
逗
留
。
逗
留
中
に
一
一
－
マ
イ

エ
ル
の
内
科
書
を
訳
述
す
る
。

明
治
廻
年
（
１
８
７
９
）
記
歳
２
月
一
一
－
マ
イ
エ
ル
の
訳
書
『
済
衆

録
』
の
出
版
開
始
。
明
治
巧
年
ま
で
続
く
。

明
治
型
年
（
１
８
８
１
）
弱
歳
、
月
井
上
虎
三
、
尚
中
の
養
子
と

な
り
、
佐
藤
佐
と
改
む
、
尚
中
の
三
女
楽
と
婚
約
。

明
治
巧
年
（
１
８
８
２
）
髄
歳
２
月
３
日
佐
、
ド
イ
ツ
留
学
の
た

め
出
立
。

７
月
配
日
尚
中
逝
去
。
享
年
弱
。
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